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いるか否かで判断でき，この条件を満たしているとき

に局地不連続線が出現している例が多いことがわかっ

た．同様な傾向は初冬に限らず，年間を通したデータ

解析結果からも得られた．ただし，南西から南よりの

風の状態ではフルード数はさらに大きくなる例も認め

られた．

　南西風の場合，フルード数が上の範囲よりもさらに

小さくなると局地不連続線は認められなかった．この

状態は関東平野部では局地循環としての海風が入って

いる状態に対応していた．北西風の場合，フルード数

が上の範囲よりも大きいとき，不連続線はあったとし

ても東京湾からさらに南下しているか，冬の季節風が

卓越している状態に対応していた．逆にフルード数が

小さいときは局地循環としての陸風状態にあることが

わかった．

　なお，ここでは主に局地不連続線の成因を中部山岳

との関係で議論したが，暖気の流入には陸域に比べ海

水が相対的に高温であることの影響（近藤・水野，前

出）や，北回りに山岳を越えた気流についてはフエー

ン現象による昇温効果などの影響も見受けられた．局

地不連続線の形成に及ぼすこれらの影響について今後

さらに詳しい検討が必要と考えられる．
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